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は
じ
め
に

古
記
録
と
い
う
と
、な
ん
と
な
く
朝
廷
か
ら
下
賜
さ
れ
た
具
注
暦
の
空
白
行
（「
間

明
き
」）
に
記
録
し
た
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
は
朝
廷
が
廷
臣
に
暦

を
賜
う
頒
暦
は
、
十
世
紀
前
半
か
ら
は
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

な
お
、
頒
暦
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、

令
制
で
は
、
中
務
省
管
下
の
陰
陽
寮
に
暦
博
士
と
暦
生
と
が
置
か
れ
、
造
暦
と

技
術
者
養
成
が
行
わ
れ
、
毎
年
来
年
の
暦
を
造
っ
て
十
一
月
一
日
中
務
省
に
送

り
、
中
務
省
が
天
皇
に
奏
聞
し
、
内
外
諸
司
に
も
給
わ
っ
た
。
後
の
も
の
で
見

る
と
、
こ
の
暦
は
具
注
暦
と
い
い
、
そ
の
う
ち
天
皇
に
奏
す
る
暦
を
御
暦
、
諸

司
に
給
う
の
を
頒
暦
ま
た
は
人
給
暦
と
い
う
。

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
（
（

。

こ
の
頒
暦
が
絶
え
た
た
め
、
古
記
録
が
盛
行
し
た
摂
関
期
で
は
、
記
主
が
暦
博
士

や
陰
陽
師
に
料
紙
を
渡
し
て
、
間
明
き
の
あ
る
特
注
の
具
注
暦
を
造
ら
せ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
（
頒
暦
は
一
日
一
行
で
、
間
明
き
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
）。
頒
暦
が
行

な
わ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
、
逆
に
平
安
貴
族
に
よ
る
古
記
録
が
増
加
す
る
と
い
う
の

も
、
古
代
国
家
の
変
遷
と
考
え
併
せ
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
（
（
（

。

本
稿
で
は
、
摂
関
期
古
記
録
の
前
段
階
で
あ
る
頒
暦
に
つ
い
て
、『
延
喜
式
』
の

諸
条
を
分
析
し
た
う
え
で
、
そ
の
変
遷
を
考
え
て
み
た
い
。

一
『
延
喜
式
』
以
前
の
史
料
に
見
え
る
頒
暦

は
じ
め
に
、『
延
喜
式
』
の
頒
暦
規
定
の
前
提
と
な
る
諸
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

雑
令
・
造
暦
条
に
は
、

凡
陰
陽
寮
、
毎
年
預
造
来
年
暦
。
十
一
月
一
日
、
申
送
中
務
。
中
務
奏
聞
、
内

外
諸
司
、
各
給
一
本
。
並
令
年
前
至
所
在
。

と
、
造
暦
と
そ
の
頒
布
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
な
お
、
雑
令
は
『
令
集
解
』
が
残

っ
て
お
ら
ず
、
造
暦
条
は
逸
文
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
大
宝
令
の
規
定
は
不
明

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
陰
陽
寮
が
毎
年
、
来
年
の
暦
を
造
り
、
十
一
月
一
日
に
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次
い
で
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
に
上
奏
さ
れ
た
『
内
裏
式
』
に
は
、「
十
一
月

進
御
暦
式
」
と
し
て
、
頒
暦
の
具
体
的
な
次
第
が
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

朔
日
中
務
率
陰
陽
寮
候
延
政
門
外
〈
御
暦
盛
函
御
机
、
頒
暦
御
櫃
。〉。
大
舎

人
叩
門
闈
司
就
版
、
奏
云
御
暦
進
〈
牟
止
〉
中
務
省
官
姓
名
〈
謂
輔
以
上
。〉

叩
門
故
〈
爾
〉
申
勅
曰
令
申
。
闈
司
伝
宣
云
令
申
姓
名
。
中
務
率
陰
陽
寮
舁
机

参
入
安
庭
中
退
出
。
中
務
独
留
奏
進
其
詞
云
、中
務
省
申〈
久
〉、
陰
陽
寮
〈
乃
〉

供
奉
〈
礼
留
〉
其
年
〈
乃
〉
御
暦
又
人
給
暦
進
〈
楽
久
乎
〉
申
給
〈
久
止
〉
申 

〈
無
勅
答
。〉。
訖
即
退
出
。
闈
司
二
人
入
自
左
掖
門
、
持
御
暦
机
安
簀
子
敷
上
。

即
内
侍
持
函
奉
覧
。
闈
司
便
候
南
階
西
下
〈
他
皆
効
此
。〉。御
覧
訖
闈
司
却
机

安
本
処
、
退
出
。
侍
臣
喚
内
豎
〈
旧
例
喚
大
舎
人
。〉。
内
豎
称
唯
立
東
庭
侍
臣

宣
喚
少
納
言
。
称
唯
出
喚
之
少
納
言
入
自
日
華
門
〈
内
豎
同
用
此
門
。〉、立
東

庭
侍
臣
宣
進
〈
礼
留
〉
暦
太
政
官
〈
爾
〉
給
〈
閉
〉。
称
唯
令
内
豎
荷
暦
櫃
給

大
臣
〈
自
承
和
十
年
依
右
大
臣
宣
闈
司
退
出
。
即
少
納
言
率
内
豎
六
人
入
自
日

華
門
、
令
舁
机
而
出
省
侍
臣
以
下
之
机
。〉。

こ
こ
に
は
じ
め
て
、「
人
給
暦
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
陰
陽
寮
の
造
っ
た
御
暦
・

頒
暦
を
中
務
省
が
奉
る
由
を
奏
上
し
、
次
い
で
御
暦
は
天
皇
の
許
に
奉
ら
れ
、
頒

暦
は
太
政
官
に
下
給
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
に
官
撰
さ
れ
た
『
貞
観
儀
式
』（
『
儀
式
』
）
に
も
、

「
十
一
月
一
日
進
御
暦
儀
」
の
具
体
的
な
次
第
が
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

当
日
平
旦
中
務
率
陰
陽
寮
候
延
政
門
外
。
大
舎
人
叩
門
如
常
。
闈
司
就
版
奏
云

進
御
暦
〈
止
〉。
中
務
省
輔
姓
名
叩
門
故
〈
爾
〉
申
勅
曰
令
奏
〈
与
〉。
闈
司

伝
宣
云
姓
名
令
申
姓
名
。
輔
丞
各
一
人
寮
頭
助
各
一
人
舁
御
暦
案
。
寮
允
属
各

一
人
舁
頒
暦
櫃
〈
若
允
属
不
足
者
。
大
舎
人
代
之
。〉。
共
進
入
自
日
華
門
置
於

庭
中
簀
上〈
御
暦
在
北
。頒
暦
在
南
。相
去
一
丈
許
。〉、退
出
。輔
便
留
就
版
奏
云
、

中
務
省
に
申
送
し
、
中
務
省
が
奏
聞
し
た
う
え
で
、
内
外
の
諸
司
に
各
一
本
を
下
給

す
る
と
あ
る
。

本
条
に
関
し
て
『
令
義
解
』
は
、

謂
。
被
管
寮
司
及
郡
司
者
、
省
国
別
写
給
。

と
し
て
い
る
。
雑
令
・
造
暦
条
の
「
内
外
諸
司
」
は
省
と
国
止
ま
り
で
あ
り
、
そ
の

被
管
に
あ
る
寮
・
司
や
郡
に
は
、
省
や
国
が
写
し
て
下
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
、
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
に
選
進
さ
れ
た

『
弘
仁
式
』
の
逸
文
を
見
て
み
る
と
、
太
政
官
に
、

其
頒
暦
者
、
付
少
納
言
令
給
大
臣
。
大
臣
転
付
弁
官
、
令
頒
下
内
外
諸
司
。

と（『
小
野
宮
年
中
行
事
』
に
よ
る
）、
陰
陽
寮
に
、

進
暦
者
、
具
注
御
暦
二
巻
〈
六
月
以
前
為
上
巻
。
七
月
以
後
為
下
巻
。〉、
納
漆
函

安
漆
案
。
頒
暦
一
百
六
十
六
巻
、
納
漆
櫃
著
台
、
十
一
月
一
日
至
延
政
門
外
候
。

や（『
年
中
行
事
抄
』
に
よ
る
）、

具
注
御
暦
二
巻
〈
六
月
以
前
為
上
巻
、
七
月
以
後
為
下
巻
。〉。
頒
暦

一
百
六
十
六
巻
、
十
一
月
一
日
至
延
政
門
外
候
。
七
曜
暦
、
正
月
一
日
候
承
明

門
外
。

と（『
年
中
行
事
秘
抄
』
に
よ
る
）、
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
（
（
（

。
御
暦
は
二
巻
で
あ
り
、
一

年
を
六
月
以
前
の
上
巻
と
七
月
以
後
の
下
巻
に
分
け
る
と
あ
る
。
頒
暦
は
百
六
十
六

巻
で
あ
る
。
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中
務
省
申
〈
久
〉、陰
陽
寮
供
奉
〈
礼
留
〉
其
年
〈
乃
〉
御
暦
又
人
給
暦
進
〈
良

久
乎
〉申
給〈
波
久
止
〉申〈
無
勅
答
。〉。
訖
即
退
出
。
闈
司
二
人
入
自
左
掖
門
、

舁
御
暦
机
安
簀
子
敷
上
。
即
内
侍
持
函
奉
覧
。
闈
司
便
候
南
階
西
下
奉
覧
。
訖

闈
司
却
机
安
本
処
、
退
出
。
即
少
納
言
率
内
豎
六
人
入
自
日
華
門
、
舁
机
退
出
。

大
臣
即
以
頒
暦
賜
太
政
官
、
転
付
弁
官
令
頒
下
内
外
諸
司
。

『
内
裏
式
』
の
次
第
に
加
え
て
、
頒
暦
が
太
政
官
か
ら
弁
官
に
付
さ
れ
て
、
内
外

の
諸
司
に
頒
下
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
『
延
喜
式
』
に
見
え
る
頒
暦

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
を
承
け
て
規
定
さ
れ
た
、『
延
喜
式
』
に
頒
暦
が
見
え
る
諸

条
を
考
え
る
。
そ
れ
は
以
下
の
諸
条
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
諸
規
定
に
も
見
え
た
文

言
に
は
、
傍
線
を
付
す
こ
と
と
す
る
。

太
政
官
・
新
暦
条
１３３

凡
陰
陽
寮
造
新
暦
畢
、
中
務
省
十
一
月
一
日
奏
進
。
其
頒
暦
者
、
付
少
納
言
令

給
大
臣
。
大
臣
転
付
弁
官
、
令
頒
下
内
外
諸
司
。

中
務
省
が
、
陰
陽
寮
の
造
っ
た
新
暦
を
奏
進
す
る
規
定
。少
納
言
→
大
臣
→
弁
官

→
内
外
諸
司
と
い
う
頒
下
の
経
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。
雑
令
以
来
の
十
一
月
一
日

と
い
う
奏
進
期
日
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

中
務
省
・
元
会
点
検
条
4

凡
賀
正
畢
、
乗
輿
御
豊
楽
殿
賜
宴
侍
臣
。
省
預
点
検
次
侍
従
以
上
〈
十
六
日

准
此
。〉。
掃
部
寮
預
設
輔
已
下
座
於
便
処
。
省
掌
執
版
位
、
進
当
丞
座
前
置

之
〈
去
三
丈
許
。〉。
五
位
以
上
就
版
受
点
。
丞
判
命
之
。
其
参
議
以
上
八
省

卿
、
弾
正
尹
、
左
右
大
弁
、
及
三
位
已
上
、
左
右
衛
門
、
左
右
兵
衛
督
、
左
右

近
衛
少
将
已
上
並
遥
点
。
其
左
右
衛
門
、
左
右
兵
衛
佐
令
府
生
已
上
申
陪
陣
之

由
〈
余
儀
准
此
。〉。
所
司
開
豊
楽
、
儀
鸞
両
門
。
其
後
官
人
率
陰
陽
寮
、
入

自
逢
春
門
進
七
曜
御
暦
。
輔
以
上
一
人
留
奏
進
。
其
詞
曰
、
中
務
省
奏
、
陰

陽
寮
供
奉
〈
礼
留
〉
其
年
七
曜
御
暦
進
〈
良
久
乎
〉
申
賜
〈
止
〉
奏
〈
無
勅
答
。

若
親
王
任
卿
者
、以
進
礼
良
久
乎
恐
美
恐
美
毛
詞
替
進
良
久
乎
。
他
皆
放
此
。〉。

宴
訖
大
少
輔
執
札
相
分
唱
名
、
賜
御
被
一
条
〈
事
見
儀
式
。〉。

元
日
朝
賀
に
お
け
る
点
検
（
参
列
者
の
確
認
）
と
七
曜
御
暦
の
奏
進
に
つ
い
て
の

規
定
。
十
一
月
一
日
の
奏
進
が
具
注
御
暦
・
頒
暦
（
人
給
暦
）
で
あ
る
の
に
対
し
、

正
月
元
日
の
七
曜
御
暦
は
天
皇
に
奉
る
も
の
。

中
務
省
・
進
暦
条
３２

凡
十
一
月
一
日
平
旦
、
輔
丞
二
人
将
陰
陽
寮
進
暦
〈
事
見
儀
式
。〉。

進
暦
の
日
時
（
十
一
月
一
日
寅
剋
）
と
、
中
務
省
の
輔
と
丞
の
二
人
が
陰
陽
寮
を

率
い
て
暦
を
奏
進
す
る
こ
と
の
規
定
。

中
宮
職
・
進
暦
条
２５

凡
十
一
月
一
日
、
陰
陽
寮
進
暦
〈
納
漆
函
安
漆
高
案
。〉。
其
日
平
旦
、
中
務
輔

率
寮
官
、
候
玄
暉
門
外
。
進
一
人
率
省
輔
并
寮
官
、
入
掖
庭
左
門
立
御
殿
前
。

即
出
候
南
廊
外
。
舎
人
四
人
便
留
舁
案〈
進
相
副
扶
。〉。
内
侍
率
女
孺
等
伝
取
。

啓
畢
即
以
函
案
返
給
舎
人
。

陰
陽
寮
に
よ
る
進
暦
の
次
第
を
規
定
し
た
も
の
。
時
剋
と
内
裏
参
入
経
路
、
奏
進

の
順
序
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
女
孺
に
よ
る
伝
送
は
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
。

大
舎
人
寮
・
暦
氷
条
3
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半
廷
〈
請
図
書
寮
。〉、
上
朱
沙
三
両
〈
請
蔵
人
所
。〉、
兎
毛
筆
十
二
管
〈
請

図
書
寮
。〉、
膠
一
両
〈
請
大
蔵
省
。〉、
花
軸
三
枚
〈
請
木
工
寮
。〉、
白
綺
三
条

〈
別
長
一
尺
六
寸
。
請
内
侍
所
。〉。
中
宮
、
東
宮
各
二
巻
。
其
料
亦
准
此
〈
破

損
料
在
御
暦
料
五
十
張
内
。〉。
頒
暦
一
百
六
十
六
巻
料
、
紙
二
千
六
百
五
十
六

張
〈
巻
別
十
六
張
。
有
閏
月
年
巻
別
加
二
張
。〉、
褾
紙
料
五
十
六
張
〈
以
一
枚

充
三
巻
。〉、
草
案
料
一
百
廿
九
張
〈
暦
草
廿
四
張
、
日
度
草
十
五
張
、
月
度
草

十
五
張
、
交
蝕
草
五
張
、
五
星
度
草
五
十
張
、
五
星
行
草
廿
張
。〉、
暦
本
三
巻

料
九
十
張
〈
卌
七
張
具
注
本
料
、
廿
四
張
七
曜
本
料
、
十
九
張
頒
暦
本
料
。〉、

墨
十
二
廷
半
〈
頒
暦
并
草
案
料
。
以
一
廷
充
二
百
卌
張
。〉、
鹿
毛
筆
九
十
八

管
〈
已
上
紙
筆
墨
並
請
図
書
寮
。〉、
糊
料
大
豆
三
升
三
合
〈
請
大
炊
寮
。〉、
檜

軸
一
百
六
十
六
枚
〈
請
木
工
寮
。〉、
竹
十
六
株
〈
山
城
国
所
進
。〉、
切
続
紙
料

机
二
前
〈
長
四
尺
、
広
一
尺
八
寸
、
厚
三
寸
、
高
七
寸
。
随
損
受
木
工
寮
。〉、

座
料
長
畳
四
枚
〈
請
掃
部
寮
。〉、
砥
一
顆
〈
請
大
蔵
省
。〉。
装
潢
手
単
卌
五

人
、
写
御
暦
手
単
五
十
五
人
〈
竝
図
書
寮
人
。〉。
食
米
人
別
日
一
升
六
合
、
塩

一
勺
六
撮
、醤
滓
二
合
、
雑
魚
二
合
。
写
頒
暦
手
卅
一
人
〈
諸
司
史
生
廿
三
人
、

内
豎
四
人
、
大
舎
人
四
人
。
並
不
在
給
食
之
限
。〉。

　

右
並
具
勘
録
。
五
月
一
日
申
省
請
受
。

黒
漆
函
三
合
〈
長
各
一
尺
二
寸
、
広
三
寸
八
分
、
深
二
寸
四
分
。〉。

黒
漆
机
二
脚

　

別
足
一
脚
〈
長
三
尺
、
広
一尺
三
寸
七
分
、
高
三
尺
。〉。

　

榻
足
一
脚
〈
長
三
尺
、
広
一尺
三
寸
、
高
三
尺
。〉。

　

已
上
納
御
暦
。

納
頒
暦
赤
漆
韓
櫃
一
合
〈
長
二
尺
三
寸
、
広
一
尺
二
寸
、
深
一
尺
三
寸
。
居
黒

漆
筥
形
加
朸
。〉。
筥
形
謂
韓
櫃
台
也
。

布
綱
三
条
〈
一
条
長
一
丈
二
尺
、
広
二
寸
四
分
、
二
条
長
各
四
尺
六
寸
、
広
一

寸
二
分
。〉。

　

右
漆
函
等
収
寮
庫
。
至
奏
日
出
用
之
。
若
有
破
損
、
申
省
修
造
。

凡
元
日
賜
次
侍
従
已
上
宴
、
豊
楽
儀
鸞
両
門
開
訖
。
闈
司
二
人
出
自
青
綺
門
、

分
坐
逢
春
門
南
北
。
舎
人
四
人
詣
門
外
。
第
一
者
叩
門
曰
、
御
暦
進
〈
牟
止
〉

中
務
省
官
姓
名
等
門
候
〈
止
〉
申
。
闈
司
就
版
奏
。
勅
曰
、
令
申
。
闈
司
還
伝

宣
云
、
姓
名
等
〈
乎
〉
令
申
〈
与
〉。
舎
人
称
唯
。
所
司
奏
進
御
暦
。
訖
撤
案
。

又
舎
人
進
叩
門
曰
、
氷
様
進
〈
牟
止
〉
宮
内
省
官
姓
名
等
門
候
〈
止
〉
申
。
闈

司
奏
之
。
舎
人
称
唯
如
前
。
所
司
奏
進
亦
同
。
訖
膳
部
水
部
等
取
氷
様
腹
赤
御

贄
退
出
。
又
舎
人
四
人
与
少
納
言
候
同
門
外
。
大
臣
喚
舎
人
二
声
。
舎
人
共
称

唯
〈
余
節
准
此
。〉、
少
納
言
替
入
〈
事
見
儀
式
。〉。

元
日
節
会
に
お
け
る
御
暦
奏
と
氷
様
に
つ
い
て
の
規
定
。
闈
司
の
関
与
が
規
定
さ

れ
て
い
る
の
は
、『
延
喜
式
』
で
は
こ
こ
の
み
。

陰
陽
寮
・
進
暦
条
3

凡
進
暦
者
、
具
注
御
暦
二
巻
〈
六
月
以
前
為
上
巻
、
七
月
以
後
為
下
巻
。〉、
納

漆
函
安
漆
案
。
頒
暦
一
百
六
十
六
巻
、
納
漆
櫃
著
台
。
十
一
月
一
日
至
延
政
門

外
候
〈
中
宮
。
東
宮
御
暦
供
進
准
此
。〉。
其
七
曜
御
暦
、
正
月
一
日
候
承
明
門

外
〈
並
見
儀
式
。〉。

具
注
暦
の
進
暦
に
関
す
る
規
定
。『
弘
仁
式
』
逸
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
。
具
注
暦

の
御
暦
は
春
夏
・
秋
冬
の
二
巻
、
七
曜
暦
は
一
巻
で
あ
る
が
、
頒
暦
は
一
年
分
一

巻
の
も
の
が
百
六
十
六
セ
ッ
ト
あ
っ
た
。
道
長
の
『
御
堂
関
白
記
』
が
一
年
分
が

二
巻
で
あ
っ
た
の
は
、
御
暦
に
准
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

陰
陽
寮
・
造
暦
用
度
条
4

凡
造
暦
用
度
者
、
御
暦
三
巻
〈
二
巻
具
注
、
一
巻
七
曜
。〉
料
、
上
紙
一
百

廿
張
〈
請
図
書
寮
。
卌
七
張
具
注
暦
料
、
廿
三
張
七
曜
暦
料
、
五
十
張
破
損

料
。
雖
有
閏
月
不
加
其
料
。〉、
麻
紙
四
張
〈
褾
紙
料
。
請
内
蔵
寮
。〉、
上
墨
大
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造
暦
の
た
め
の
用
度
（
必
要
な
物
品
）
の
規
定
。

暦
そ
の
も
の
で
い
う
と
、
上
紙
が
百
二
十
張
で
、
内
訳
は
、
具
注
暦
二
巻
分
に

四
十
七
張
、
七
曜
暦
一
巻
分
に
二
十
三
張
、
破
損
に
備
え
て
五
十
張
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
一
巻
に
上
紙
が
二
十
三
張
、
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
閏
月
が

あ
っ
て
も
、
そ
の
分
は
加
え
な
い
と
あ
る
か
ら
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、
褾
紙
の
分
に
麻
紙
四
張
（
一
張
は
予
備
か
）、
上
墨
を
大
半
廷
、
上
朱

沙
（
朱
書
を
記
す
分
）
を
三
両
、
兎
毛
筆
を
十
二
管
、
膠
を
一
両
、
花
軸
を
三
枚
、

白
綺
（
綾
紋
織
の
絹
）
を
三
条
と
あ
る
。
中
宮
と
東
宮
、
各
二
巻
の
分
も
、
こ
れ

に
准
じ
る
と
あ
る
。

頒
暦
百
六
十
六
巻
の
た
め
に
は
、
紙
二
千
六
百
五
十
六
張
（
一
巻
分
と
し
て
十
六

張
。
閏
月
が
あ
る
年
は
、
こ
ち
ら
は
巻
毎
に
二
張
を
加
え
る
）、
褾
紙
の
分
に

五
十
六
張
、
草
案
の
分
に
百
二
十
九
張
（
暦
の
草
案
に
二
十
四
張
、
太
陽
の
位
置

の
草
案
に
十
五
張
、
月
の
位
置
の
草
案
に
十
五
張
、
日
蝕
・
月
蝕
の
草
案
に
五
張
、

五
星
〈
木
・
日
・
土
・
金
・
水
〉
の
位
置
の
草
五
案
に
十
張
、
五
星
の
動
行
〈
順

行
・
逆
行
・
伏
行
な
ど
〉
の
草
案
に
二
十
張
）、
暦
本
（
具
注
暦
や
七
曜
暦
の
原
本
）

三
巻
の
分
に
九
十
張
（
具
注
本
の
分
に
四
十
七
張
、
七
曜
本
の
分
に
二
十
四
張
、

頒
暦
本
の
分
に
十
九
張
）、
墨
十
二
廷
半
、
鹿
毛
筆
九
十
八
管
、
糊
の
分
に
大
豆

三
升
三
合
、
檜
軸
に
百
六
十
六
枚
、
竹
十
六
株
が
必
要
と
あ
る
。
机
・
畳
・
砥
に

つ
い
て
は
省
略
す
る
。

技
術
者
と
し
て
、
表
装
・
装
幀
を
行
な
う
装
潢
手
四
十
五
人
、
写
御
暦
手
五
十
五

人
が
必
要
で
、
図
書
寮
の
人
を
用
い
る
。
食
米
は
人
毎
に
一
日
一
升
六
合
、
塩
一

勺
六
撮
、
醤
滓
二
合
、
雑
魚
（
様
々
な
魚
）
二
合
、
下
給
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

写
頒
暦
手
三
十
一
人
は
、
諸
司
の
史
生
二
十
三
人
と
、
内
豎
四
人
、
大
舎
人
四
人

を
充
て
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
給
食
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

陰
陽
寮
・
暦
本
条
5

凡
暦
本
進
寮
。
具
注
御
暦
八
月
一
日
、
七
曜
御
暦
十
二
月
十
一
日
、
頒
暦
六
月

廿
一
日
。
並
為
期
限
。

御
暦
奏
に
先
立
っ
て
、
暦
博
士
が
具
注
暦
や
七
曜
暦
の
原
本
を
作
成
し
て
、
陰
陽

寮
に
進
上
す
る
期
限
を
定
め
た
規
定
。
頒
暦
の
原
本
は
六
月
二
十
一
日
に
進
上
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
か
な
り
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

陰
陽
寮
・
中
星
暦
条
7

凡
中
星
暦
者
、
八
十
二
年
一
度
造
進
。
其
用
途
者
、
博
士
臨
事
勘
録
進
寮
。
寮

即
申
省
請
充
。

恒
星
の
位
置
に
関
す
る
天
体
暦
を
、
八
十
二
年
に
一
度
、
造
っ
て
進
上
す
る
と
い

う
規
定
。
数
世
代
に
一
回
し
か
造
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
技
術
の
伝
習
も
大

変
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

式
部
省
上
・
写
暦
手
条
１59

凡
陰
陽
寮
写
暦
書
手
者
、
簡
取
諸
司
史
生
充
。
其
頒
諸
国
暦
者
、
省
令
朝
集
雑

掌
写
之
。

先
ほ
ど
登
場
し
た
、
写
頒
暦
手
を
簡
定
す
る
規
定
。
諸
国
に
頒
下
す
る
暦
は
朝
集

使
の
随
員
で
あ
る
雑
掌
に
写
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
る
。

春
宮
坊
・
進
暦
条
２４

凡
十
一
月
一
日
、
陰
陽
寮
進
暦
。
其
日
允
以
上
二
人
率
暦
博
士
史
生
等
、
持
安

暦
函
案
候
西
門
外
。
坊
官
令
舎
人
引
迎
。
入
就
西
細
殿
南
。
陰
陽
允
以
上
共
舁

案
、
進
立
殿
庭
退
出
。
主
蔵
佑
以
上
二
人
率
舎
人
出
自
東
細
殿
前
、
進
舁
案
退
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出
。
即
暦
収
蔵
人
所
。
案
還
本
寮
。

東
宮
に
御
暦
を
供
進
す
る
際
の
規
定
。
天
皇
に
進
上
す
る
儀
式
に
准
じ
て
行
な
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

  
以
上
、『
延
喜
式
』
に
見
え
る
頒
暦
に
関
わ
る
規
定
を
並
べ
て
み
た
。『
延
喜
式
』

が
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
か
ら
編
纂
さ
れ
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
完
成
し
た
時

点
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
康
保

四
年
（
九
六
七
）
に
施
行
さ
れ
た
時
点
で
は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

  

な
お
、
頒
暦
が
百
六
十
六
巻
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
範
囲
に
頒
下
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
雑
令
・
造
暦
条
の
「
内
外
諸
司
」
は
省
と
国
止
ま
り
で
あ
る
が
、
原
秀
三

郎
氏
は
、
さ
ら
に
内
外
諸
司
以
外
に
も
配
布
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
さ
れ
て
い

る
（
（
（

。
た
だ
し
、「
内
外
諸
司
以
外
」
と
い
う
の
が
寮
司
以
下
の
諸
司
を
指
す
の
か
、

官
人
個
人
を
指
す
の
か
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
藤
本
孝
一
氏
は
、
諸
司
に
頒
っ
た

後
の
半
分
の
暦
は
廷
臣
に
ま
で
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
と
推
測
さ
れ
た
う

え
で
、「
今
後
の
課
題
」
と
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
山
下
克
明
氏
は
、
後
に
述
べ
る
『
西
宮
記
』

の
条
文
を
勘
案
し
て
、
寮
司
へ
も
頒
暦
が
下
給
さ
れ
て
い
た
う
え
、
官
衙
以
外
に
も

政
務
上
、
暦
を
備
え
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
殿
舎
・
曹
司
な
ど
へ
も
頒
暦
が
給
付
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
た
（
（
（

。

省
以
上
の
官
司
と
諸
国
を
合
わ
せ
て
も
、
七
十
数
巻
あ
れ
ば
足
り
た
は
ず
で
あ

り
、
残
り
の
百
巻
近
く
は
、
何
処
に
下
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
官
司
の

み
な
ら
ず
、
親
王
・
后
妃
・
公
卿
と
寮
司
以
下
の
官
司
に
頒
下
さ
れ
た
と
仮
定
す
る

と
、
親
王
・
内
親
王
で
十
名
程
度
、
后
妃
が
数
名
、
公
卿
が
二
十
名
程
度
、『
延
喜
式
』

に
載
せ
る
官
司
が
、
官
が
二
、
省
が
八
、
職
が
四
、
台
が
一
、
寮
が
二
十
一
、
司
が

十
、
衛
府
が
六
、
春
宮
坊
が
一
、
後
宮
十
二
司
、
国
が
六
十
六
国
二
島
、
そ
の
他
の

官
職
が
五
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
百
七
十
数
巻
に
な
る
。
公
卿
以
上

の
官
人
に
は
、
す
べ
て
行
き
わ
た
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
も
、
ほ
ぼ
差
し
つ
か
え
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
『
延
喜
式
』
以
降
の
時
代
に
お
け
る
頒
暦
の
実
態
を
伝
え
る
史
料
を
考
え
て

み
た
い
。

三
『
延
喜
式
』
以
後
の
史
料
に
見
え
る
頒
暦

ま
ず
、
源
高
明
（
延
喜
十
四
年
〈
九
一
四
〉
～
天
元
五
年
〈
九
八
二
〉）
に
よ
っ

て
原
形
が
成
立
し
た
『
西
宮
記
』
に
は
、
巻
一
・
年
中
行
事
・
正
月
上
・
節
会
に
、

御
暦
奏
に
関
す
る
次
第
が
見
え
、
巻
六
・
年
中
行
事
・
十
一
月
一
日
・
陰
陽
寮
進
御

暦
に
、御

暦
奏
〈
十
一
月
儀
。
近
衛
開
左
腋
。
闈
司
参
入
奏
。
勅
、
令
申
［
与
］。
闈

司
帰
。
中
務
、
陰
陽
師
、
暦
博
士
、
舁
暦
案
入
自
左
腋
、
立
版
南
一
丈
。
頒
暦

在
後
、
輔
留
奏
云
々
。
無
勅
答
。
退
出
。
了
闈
司
二
人
出
自
左
腋
、
舁
案
立
南

階
上
西
辺
、
自
同
階
退
下
。
内
侍
取
函
自
御
帳
西
奏
覧
、
留
暦
置
机
。
内
侍
返

置
函
、
闈
司
登
同
階
、
舁
机
立
本
所
退
入
。
少
納
言
内
豎
二
人
、
入
自
日
華
門
、

立
頒
暦
南
、
令
舁
机
退
出
。
百
廿
巻
。
六
十
巻
弁
官
、
十
二
巻
内
侍
、
卌
八
巻

留
局
。
天
暦
十
四
一
、
雨
降
。
闈
司
執
机
、
経
安
福
、
校
書
殿
進
、
或
付
内
侍

所
也
。〉。

と
見
え
る
。
問
題
な
の
は
、
頒
暦
と
い
う
語
は
見
え
る
も
の
の
、
巻
数
が
百
二
十
巻

と
減
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
六
十
巻
が
弁
官
、
十
二
巻
が
内
侍
、

四
十
八
巻
は
局
（
外
記
局
）
に
留
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
文
を
考
察
さ
れ
た
山
下
氏
は
、
弁
官
を
通
し
て
寮
・
司
を
含
む
諸
司
に
、

内
侍
司
を
通
し
て
後
宮
十
二
司
に
、
外
記
局
を
通
し
て
殿
舎
・
曹
司
に
、
そ
れ
ぞ
れ

給
付
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
諸
国
へ
の
給
付
は
停
止
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

た
（
（
（

。い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
だ
と
、
公
卿
以
下
の
官
人
の
ど
れ
ほ
ど
に
頒
下
さ
れ
た
で



161

［『延喜式』と頒暦］……倉本一宏

あ
ろ
う
か
。
少
し
不
安
に
な
る
内
訳
で
あ
る
。

次
に
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
一
月
一
日
条
に
は
、

中
務
省
率
陰
陽
寮
暦
博
士
等
依
例
候
御
暦
頒
暦
。
而
今
日
天
皇
不
御
南
殿
。
仍

上
卿
仰
外
記
、
御
暦
即
付
内
侍
令
奏
。
又
頒
暦
進
於
局
了
。
件
頒
暦
、
背
先
例

其
数
只
十
一
巻
也
。
彼
寮
申
云
、
所
司
称
無
紙
、
未
行
紙
。
仍
且
随
有
所
書
進

也
。
相
次
又
々
可
催
進
云
々
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
御
暦
奏
の
際
、
天
皇
の
出
御
が
な
か
っ
た
の
で
、
御
暦
は
内

侍
に
託
し
て
奏
上
し
、
頒
暦
は
外
記
局
に
進
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
図
書
寮
が

料
紙
が
な
い
と
称
し
て
陰
陽
寮
に
送
ら
な
か
っ
た
た
め
、
わ
ず
か
に
十
一
巻
だ
け
を

造
っ
て
進
上
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
追
っ
て
残
り
を
申
上
す
る
と
は
言
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
後
の
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。

さ
ら
に
『
本
朝
世
紀
』
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
十
一
月
一
日
条
で
は
、

但
人
給
暦
辛
櫃
。
此
度
不
舁
立
。
寮
官
申
立
。
今
年
図
書
寮
不
度
料
紙
、
又
不

書
進
頒
暦
。
仍
不
舁
立
也
。
甚
為
違
例
。

と
あ
る
。
図
書
寮
が
料
紙
を
送
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
頒
暦
は
ま
っ
た
く
造
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。こ
の
年
の
十
一
月
一
日
は
朔
旦
冬
至
で
あ
っ
て
、
暦
法
・

儀
礼
上
重
視
さ
れ
た
年
の
御
暦
奏
で
頒
暦
が
ま
っ
た
く
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
通
常
の
御
暦
奏
で
は
頒
暦
の
進
上
が
す
で
に
実
質
を
失
い
、
諸
司
頒
下
も

停
廃
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

そ
の
後
、
中
原
師
遠
（
承
暦
元
年
〈
一
〇
七
七
〉―
大
治
五
年〈
一
一
三
〇
〉）の
著

わ
し
た
『
師
遠
年
中
行
事
』
十
一
月
朔
日
・
中
務
省
奏
御
暦
事
に
は
、

付
内
侍
所
、
暦
給
諸
司
。
頒
暦
絶
久
無
之
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
古
記
録
が
盛
ん
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
十
世
紀
か
ら
十
一

世
紀
に
か
け
て
、
諸
司
へ
の
頒
暦
は
廃
絶
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（1
（

。
官
人
へ
の
下
給

は
、
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
公
卿
へ

の
頒
暦
は
、
古
記
録
を
記
す
具
注
暦
と
は
、
ま
っ
た
く
別
種
の
暦
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。

四　

古
記
録
の
暦

で
は
、
平
安
貴
族
が
古
記
録
を
記
し
た
具
注
暦
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
入
手
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
二
十
八

の
裏
文
書
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
残
さ
れ
て
い
る
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
年
末

の
具
注
暦
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
間
明
き
一
行
が
存
在
し
、
ま
た
朱
書
き
の
暦
注
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
頒
暦
と
は
源
流
を
異
に
す
る
特
徴
で
あ
り
、
暦
博
士
な

い
し
は
陰
陽
博
士
以
外
の
者
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い

る
（
（1
（

。
朝
廷
か
ら
下
賜
さ
れ
た
暦
で
は
な
く
、
す
で
に
様
々
な
経
路
か
ら
独
自
に
暦
を

入
手
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
師
輔
の
日
記
が
『
九
暦
』
と
称
さ
れ
て
い
る
の
も
、『
九
条
殿
暦
記
』

の
略
で
あ
り
、
師
輔
が
具
注
暦
に
日
記
を
記
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
そ
の

『
九
条
右
丞
相
遺
誡
』
に
見
え
る
「
日
中
行
事
」
に
も
、
朝
起
き
た
時
の
行
動
の
中
で
、

具
注
暦
に
日
記
を
記
録
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
見
暦
知
日
吉
兆
。
…
次
記
昨
日
事
〈
事
多
日
々
中
可
記
之
。〉。

後
文
に
は
、
日
記
の
記
録
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

年
中
行
事
、
略
注
付
件
暦
。
毎
日
視
之
次
先
知
其
事
、
兼
以
用
意
。
又
昨
日
公

事
。
若
私
不
得
止
事
等
、
為
備
忽
忘
、
又
聊
可
注
付
件
暦
。
但
其
中
要
枢
公
事
、

及
君
父
所
在
事
等
、
別
以
記
之
可
備
後
鑑
。
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こ
の
暦
の
余
白
に
記
し
た
も
の
が
暦
記
、
別
に
記
し
た
も
の
が
別
記
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、
古
記
録
自
体
に
、
暦
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
推
測
で
き
そ
う
な
記
事
が
あ

る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
は
『
延
喜
式
』
に
時
代
が

近
い
『
貞
信
公
記
』
と
『
九
暦
』
か
ら
で
あ
る
。

『
貞
信
公
記
抄
』
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
二
月
廿
一
日
条

東
宮
始
参
入
内
裏
〈
暦
日
注
十
死
一
生
。
私
所
記
。〉。

　

東
宮
保
明
親
王
の
内
裏
入
覲
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
日
は
一
切
の
大
小
事
を
忌

む
大
悪
日
で
あ
る
十
死
一
生
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
暦
に
注
記
し
て
あ
っ
た
と
、
私

（
実
頼
）
が
後
に
追
記
し
て
い
る
。
暦
注
の
あ
る
暦
が
、
忠
平
の
持
っ
て
い
た
も
の

か
、
実
頼
の
持
っ
て
い
た
も
の
（『
清
慎
公
記
』
を
記
し
た
も
の
か
）
か
は
、
定
か

で
は
な
い
。

な
お
、『
貞
信
公
記
抄
』
に
よ
れ
ば
、
延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
）
と
承
平
元
年

（
九
三
一
）
に
御
暦
奏
を
行
な
っ
て
い
る
。「
如
例
」
と
あ
り
、『
延
喜
式
』
の
規
定

に
近
い
形
で
行
な
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『
九
暦
』
に
も
、
承
平
五
年
（
九
三
五
）、
天
暦
三
年
（
九
四
九
）、
天
徳
四
年

（
九
六
〇
）
に
御
暦
奏
の
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
も
「
如
例
」
と
あ
り
、
少
な
く
と

も
天
皇
に
御
暦
を
献
上
す
る
儀
式
は
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
権
記
』
正

暦
四
年
（
九
九
三
）
十
一
月
一
日
に
も
、
天
暦
九
年
（
九
五
五
）
は
雨
儀
で
あ
っ
て
、

御
暦
・
番
奏
を
内
侍
所
に
付
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

さ
て
、
時
代
は
降
り
、
い
わ
ゆ
る
摂
関
期
の
古
記
録
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
儀

式
と
し
て
の
御
暦
奏
は
、『
小
右
記
』
で
は
天
元
五
年
（
九
八
二
）
正
月
一
日
条
、

寛
和
元
年
（
九
八
五
）
正
月
一
日
条
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
十
一
月
一
日
条
、
寛

弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
正
月
一
日
条
、
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
正
月
一
日
条
、
長

和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
一
月
一
日
条
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
正
月
一
日
条
、

治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
正
月
一
日
条
、
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
正
月
一
日
条
、

長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
十
一
月
一
日
条
、『
権
記
』
で
は
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）

正
月
一
日
条
、
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
十
一
月
一
日
条
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）

十
一
月
一
日
条
、
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
十
一
月
一
日
条
、『
御
堂
関
白
記
』
で

は
寛
弘
三
年（
一
〇
〇
六
）正
月
一
日
条
、
長
和
五
年（
一
〇
一
六
）十
一
月
一
日
条
、

『
左
経
記
』
で
は
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
一
月
二
日
条
、
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）

正
月
一
日
条
、
長
元
四
年
十
一
月
一
日
条
、
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
十
一
月
一
日
条
、

『
春
記
』で
は
長
暦
三
年（
一
〇
三
九
）十
一
月
一
日
条
に
、そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
の
だ
が
、

そ
の
実
態
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
『
小
右
記
』
正
暦
四
年
十
一
月
一
日
条
に
は
、

有
御
暦
奏
。
中
務
輔
留
奏
。
闈
司
二
人
挙
案
、
立
殿
簀
子
。
内
侍
執
御
暦
、
就

御
帳
西
頭
奏
之
。
闈
司
舁
案
立
元
所
。
少
納
言
・
内
豎
等
相
率
撤
案
。
出
自
日

華
門
。
無
人
給
暦
辛
櫃
。
失
歟
。

と
記
し
て
い
て
、
人
給
暦
（
頒
暦
）の
辛
櫃
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
資
は

こ
れ
を
失
儀
と
非
難
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
だ
け
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

あ
る
い
は『
小
右
記
』
長
和
三
年
十
一
月
一
日
条
で
は
、

右
衛
門
督
被
過
。
退
帰
後
、
入
夜
被
示
送
云
、
只
今
有
内
召
。
依
御
暦
奏
事
。

其
作
法
鬱
々
者
。
報
示
畢
。

と
あ
る
。
兄
懐
平
か
ら
、
御
暦
奏
の
作
法
が
鬱
々
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
書

状
を
得
た
実
資
が
、
そ
れ
に
返
報
し
て
い
る
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
や
は
り
儀
式

が
先
例
ど
お
り
に
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
十
一
月
二
日
条
に
は
、
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中
納
言
被
命
云
、
夜
部
御
暦
奏
事
参
内
。
而
依
無
殿
上
弁
并
蔵
人
等
、
良
久
不

奏
御
暦
。
仍
差
外
記
国
儀
申
事
由
摂
政
殿
。
仰
云
、
蔵
人
頼
宣
令
参
、
以
其
可

令
奏
者
。
頃
之
参
入
。
付
其
令
奏
。
事
甚
非
常
者
。

と
あ
る
。
す
で
に
暦
の
奏
上
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
正
月
一
日
条
で
も
、

召
大
外
記
頼
隆
、
問
標
・
御
暦
・
氷
様
・
腹
赤
・
卯
杖
等
奏
具
不
事
。
申
云
、

中
務
・
宮
内
輔
等
申
障
不
参
、
至
標
早
立
了
、
御
卯
杖
事
可
問
宣
者
。

と
あ
り
、
御
暦
を
進
上
す
べ
き
中
務
省
が
不
参
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奏
上
が
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

  

造
暦
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。『
権
記
』
長
保
二
年
九
月
二
十
六
日
条

に
は
、又

申
、
陰
陽
頭
正
邦
宿
禰
今
朝
来
所
示
、
御
暦
造
送
期
已
過
。
是
彼
道
申
博
士

未
任
之
由
、
不
進
之
間
、
奏
進
之
期
漸
以
近
々
。
若
依
彼
道
之
懈
怠
、
更
蒙
其

責
歟
。
仍
予
所
申
也
。
命
云
、
早
帰
参
令
奏
此
旨
。
暦
博
士
除
目
之
次
可
任
。

然
而
依
日
次
不
宜
、
于
今
未
被
行
京
官
召
。
今
日
以
後
無
吉
日
。
仰
参
入
上
卿

可
被
任
。
即
参
入
。
令
奏
則
隆
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
暦
博
士
が
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
御
暦
を
送
る
期
（
八

月
一
日
）
を
過
ぎ
て
も
進
上
で
き
な
い
の
で
、
暦
博
士
を
任
じ
ら
れ
た
い
と
、
陰
陽

頭
が
申
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
行
成
は
早
速
に
、
小
除
目
を
行
な
っ
て
暦
博
士
を
任

じ
る
よ
う
一
条
天
皇
に
奏
上
し
て
い
る
。
な
お
、
参
議
不
参
に
よ
っ
て
、
行
成
が
除

目
の
執
筆
を
奉
仕
し
、
暦
博
士
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

と
り
あ
え
ず
天
皇
用
の
御
暦
は
、
こ
の
時
期
に
は
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
翌
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
正
月
に
は
御
暦
奏
が
行
な
わ
れ
た
と
い

う
史
料
は
な
く
、
実
際
に
御
暦
が
造
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

個
人
と
し
て
の
貴
族
が
造
ら
せ
た
具
注
暦
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
記
事
が
あ

る
。
す
で
に
藤
本
氏
・
山
下
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、『
小

右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
月
二
日
条
に
、

陰
陽
師
笠
善
任
持
来
新
暦
〈
先
日
給
料
紙
ゝ
。〉。
賜
疋
絹
〈
裹
紙
。〉。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
実
資
が
陰
陽
師
の
笠
善
任
に
料
紙
幾
く
か
を
下
給
し
、
新
暦

を
造
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
持
っ
て
来
た
善
任
に
、
実
資
は
禄

と
し
て
紙
に
包
ん
だ
疋
絹
を
下
賜
し
て
い
る
。こ
こ
に
見
え
る
笠
善
任
と
い
う
の
は
、

こ
の
記
事
の
他
に
は
ほ
と
ん
ど
史
料
に
登
場
し
な
い
陰
陽
師
で
あ
り
（
他
に
『
小
右

記
』
寛
仁
二
年
〈
一
〇
一
八
〉
三
月
廿
二
日
条
に
、
実
資
が
衰
日
に
よ
っ
て
葬
事
に

関
わ
ら
な
い
こ
と
を
占
っ
た
こ
と
が
見
え
る
の
み
）、
陰
陽
寮
と
か
で
枢
要
の
地
位

に
あ
っ
た
者
と
は
思
え
な
い
。
官
人
に
よ
る
個
人
的
な
暦
の
供
給
の
様
相
が
窺
え
る

例
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
藤
本
氏
・
山
下
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
小
右
記
』

治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
一
月
十
九
日
条
に
、

暦
博
士
守
道
朝
臣
進
暦
〈
上
・
下
。〉

。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
暦
博
士
賀
茂
守
道
が
実
資
に
上
下
二
巻
か
ら
な
る
暦
を
進
上

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
実
資
は
右
大
臣
に
上
っ
て
お
り
、
関
白
頼
通

の
儀
式
顧
問
的
立
場
に
立
っ
て
い
た
。『
御
堂
関
白
記
』
の
具
注
暦
も
造
っ
て
い
た

著
名
な
暦
博
士
で
あ
る
守
道
に
よ
っ
て
、
御
暦
と
同
じ
上
下
二
巻
の
具
注
暦
を
造
ら

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
小
右
記
』
の
記
事
の
量
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
で
も
間
明
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き
に
記
し
て
い
た
の
で
は
ま
っ
た
く
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
が
。

『
御
堂
関
白
記
』
で
い
う
と
、
長
和
五
年
四
月
五
日
に
は
、

吉
平
来
申
云
、
従
守
道
許
明
年
暦
及
草
。
付
之
見
之
、
作
宮
・
立
柱
・
遷
宮
日

等
正
四
月
間
有
宜
日
。
又
々
吉
見
可
申
者
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
陰
陽
博
士
安
倍
吉
平
が
暦
博
士
賀
茂
守
道
か
ら
明
年
の
暦
と

草
案
を
取
り
寄
せ
て
、
内
裏
造
営
に
関
わ
る
日
時
を
勘
申
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
暦
が
後
一
条
天
皇
に
奏
進
す
る
御
暦
な
の
か
、
道
長
に
進
上
す
る
具

注
暦
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
道
長
が
摂
政
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
道
長
に

進
上
す
る
具
注
暦
を
、
す
で
に
前
年
の
四
月
に
は
作
成
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。時

代
が
降
る
と
、『
後
二
条
師
通
記
』寛
治
六
年（
一
〇
九
二
）三
月
十
六
日
条
に
は
、

陰
陽
師
道
言
賀
茂
朝
臣
奉
暦
下
巻
了
。

と
見
え
る
。陰
陽
師
賀
茂
道
言
が
暦
の
下
巻
を
奉
上
し
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
師
通
は
内
大
臣
・
左
大
将
、
二
年
後
に
関
白
に
上
る
。
摂
関
家
嫡
流
は
、

上
下
二
巻
の
具
注
暦
を
造
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
道
言
は
当
時
は
主
計
頭
で
あ

っ
た
が
、
前
官
は
陰
陽
頭
兼
暦
博
士
で
、
造
暦
宣
旨
を
蒙
っ
た
人
物
で
あ
り
、
暦
・

陰
陽
両
道
の
長
老
的
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
（
（1
（

。

さ
ら
に
『
殿
暦
』
の
年
末
の
記
事
に
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
ま

ず
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
十
二
月
廿
九
日
条
に
は
、

巳
刻
許
陰
陽
師
光
平
来
。
新
暦
持
来
也
。
開
了
。
但
新
暦
持
来
、
お
く
ま
て
み

は
つ
る
也
。
是
故
殿
仰
也
。
新
暦
持
来
時
、
軸
本
ま
て
見
了
事
、
今
年
了
見
は

つ
る
儀
歟
。
宿
耀
又
同
了
。

と
あ
る
。
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
十
二
月
廿
五
日
条
に
は
、

巳
時
許
陰
陽
師
道
言
持
来
暦
。
取
之
乍
二
巻
見
奥
。
故
殿
仰
也
。

と
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
十
二
月
廿
九
日
条
に
は
、

午
剋
許
陰
陽
師
大
炊
頭
光
平
持
来
暦
。
至
十
二
月
晦
日
見
之
。
是
先
例
也
〈
コ

ト
サ
ラ
ニ
見
。〉。
見
了
光
平
退
出
。〉。

と
あ
る
。
陰
陽
師
賀
茂
光
平
や
道
言
が
新
暦
を
持
っ
て
来
た
の
で
、
忠
実
は
二
巻
と

も
、
奥
の
軸
本
ま
で
開
い
て
目
を
通
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
宿
耀
暦
も
同
様
に
し

た
と
い
う
。
こ
れ
は
祖
父
の
師
実
の
仰
せ
で
あ
り
、
摂
関
家
の
年
末
恒
例
の
行
事
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
（1
（

。
見
終
わ
る
ま
で
陰
陽
師
が
退
出
せ
ず
に
伺
候
し
て
い
た
と

い
う
の
は
、
誤
り
を
指
摘
さ
れ
た
ら
訂
正
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
上
級
貴
族
は
陰
陽
道
・
暦
道
官
人
か
ら
個
人
的
に
具
注
暦
の

供
給
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
が
古
記
録
を
記
す
料
紙
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

  

お
わ
り
に

以
上
、『
延
喜
式
』
の
暦
の
規
定
、
特
に
頒
暦
に
つ
い
て
と
、
摂
関
期
の
具
注
暦

の
供
給
に
つ
い
て
、
史
料
を
並
べ
て
き
た
。『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
た
頒
暦
が
絶

え
た
後
に
も
、
王
朝
貴
族
た
ち
は
、
そ
の
必
要
に
応
じ
て
、
暦
博
士
や
陰
陽
師
た
ち

に
具
注
暦
を
注
文
し
、
何
人
か
は
そ
こ
に
日
記
を
記
録
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
具
注
暦
は
、『
延
喜
式
』
の
頒
暦
と
同
じ
く
、
間
明
き
の
な
い
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
日
記
を
記
す
に
は
、
様
々
な
工
夫
を
行
な
う
必
要
が

あ
っ
た
。
間
明
き
の
あ
る
具
注
暦
で
も
、あ
れ
ほ
ど
大
量
の
記
事
を
記
録
す
る
に
は
、

何
ら
か
の
工
夫
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
が
具
注
暦
に
日
記
を
記
し
た
こ
と
は
、「
暦
記
に
見
ゆ
」「
暦
面
に
記
し
難



165

［『延喜式』と頒暦］……倉本一宏

註（
１
）　

山
下
克
明
『
平
安
貴
族
社
会
と
具
注
暦
』〔
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
〕。

（
２
）　
「
暦
」〔
桃
裕
行
氏
執
筆
、『
国
史
大
辞
典　

第
六
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
〕。

（
３
）　

倉
本
一
宏
「
日
記
が
語
る
古
代
史
」〔
倉
本
一
宏
編
『
日
本
人
に
と
っ
て
日
記
と
は
何
か
』　　
　

臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
〕。

（
４
）　

虎
尾
俊
哉
編
『
弘
仁
式
貞
観
式
逸
文
集
成
』〔
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
〕
に
よ
る
。

（
５
）　

原
秀
三
郎
「
静
岡
県
城
山
遺
跡
出
土
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て
」〔『
木
簡
研
究
』
三
、　　
　

一
九
八
一
年
〕。

（
６
）　

藤
本
孝
一
「
頒
暦
と
日
記
」〔『
中
世
史
料
学
叢
論
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出

一
九
八
一
年
〕。

（
７
）　

山
下
克
明
「
頒
暦
制
度
の
崩
壊
と
暦
家
賀
茂
氏
」〔『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』

　
　

岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
八
六
年
〕。

（
８
）　

山
下
克
明
「
頒
暦
制
度
の
崩
壊
と
暦
家
賀
茂
氏
」〔
前
掲
〕。

（
９
）　

山
下
克
明
「
頒
暦
制
度
の
崩
壊
と
暦
家
賀
茂
氏
」〔
前
掲
〕。

（
10
）　

そ
の
後
、
朔
旦
冬
至
の
年
に
は
、
陰
陽
寮
が
御
暦
の
案
と
人
給
暦
の
辛
櫃
を
舁
く
た
め
に

若
干
の
頒
暦
を
造
っ
た
し
、
藤
原
頼
長
が
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
に
頒
暦
の
諸
司
頒
下
を　
　
　

再
興
し
た
こ
と
が
あ
る
〔『
朔
旦
冬
至
部
類
記
』
所
引
『
朝
隆
卿
記
』〕。

（
11
）　

岡
田
芳
朗
「
具
注
暦
と
現
存
古
暦
の
概
要
」〔『
日
本
暦
日
総
覧　

具
注
暦
篇　

古
代
中
期
１
』

本
の
友
社
、
一
九
九
三
年
〕。

（
12
）　

山
下
克
明
「
頒
暦
制
度
の
崩
壊
と
暦
家
賀
茂
氏
」〔
前
掲
〕。

（
13
）　

山
下
克
明
「
頒
暦
制
度
の
崩
壊
と
暦
家
賀
茂
氏
」〔
前
掲
〕。

（
14
）
倉
本
一
宏
『
一
条
天
皇
』〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
〕。

し
」「
暦
裏
に
注
す
」「
暦
を
引
見
す
る
に
」
と
い
っ
た
文
言
が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
れ
だ
け
の
記
事
を
記
録
し
た
の
か
、
そ

の
詳
細
は
今
後
の
研
究
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
だ
け
付
け
加
え
て
お
く
。『
御
堂
関
白
記
』
は
、
具
注
暦
の
間
明
き
と
紙
背

に
の
み
記
事
を
記
し
た
特
異
な
古
記
録
で
あ
る
。
現
存
す
る
自
筆
本
に
は
、
紙
を
貼

り
継
い
だ
り
し
た
形
跡
は
な
い
。
二
行
の
間
明
き
を
持
っ
た
、
当
時
と
し
て
は
特
異

な
具
注
暦
に
記
し
た
こ
と
、
記
事
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
具
注
暦
の
料
紙
は
、
多
い
巻
で
は
三
十
二
紙
、

少
な
い
巻
で
は
二
十
三
紙
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
一
紙
あ
た
り
の
行
数
は
、

二
十
二
行
か
ら
二
十
六
行
と
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
現
存
す
る
自
筆
本
の
具
注
暦
巻

末
に
は
、
す
べ
て
前
年
の
「
十
一
月
一
日
」
と
い
う
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
延
喜
式
』
の
規
定
で
は
、
天
皇
に
奏
進
す
る
御
暦
三
巻
（
内
、
二
巻
は
具
注

暦
、
一
巻
は
七
曜
暦
）
の
料
紙
は
百
二
十
張
、
四
十
七
張
は
具
注
暦
（
つ
ま
り
巻
別

に
二
十
三
張
半
）、
二
十
三
張
は
七
曜
暦
の
分
で
あ
る
。
中
宮
・
東
宮
へ
の
各
二
巻

の
料
紙
も
こ
れ
に
准
じ
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
頒
暦
百
六
十
六
巻
の
料
紙
は

二
千
六
百
五
十
六
張
で
あ
る
、
巻
別
に
十
六
張
と
あ
る
。

と
な
る
と
、『
御
堂
関
白
記
』
を
記
す
た
め
の
具
注
暦
の
料
紙
は
、
諸
司
・
諸

国
・
公
卿
に
下
賜
す
る
頒
暦
で
は
な
く
、
天
皇
・
中
宮
・
東
宮
に
奏
進
す
る
御
暦
に

准
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
存
す
る
最
古
の
自
筆
本
は
長
徳
四
年

（
九
九
八
）
後
半
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
注
暦
の
料
紙
は
、
二
十
六
張
を
貼
り

継
い
だ
も
の
で
あ
る
（
次
の
長
保
二
年
前
半
、
そ
の
次
の
寛
弘
元
年
前
半
は
、
と
も

に
二
十
五
張
）。
後
年
に
は
准
三
宮
と
な
る
道
長
で
あ
る
が
、
最
初
の
具
注
暦
を
注

文
し
た
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
の
時
点
で
は
、
自
分
の
権
力
が
永
続
す
る
か
ど
う
か

も
不
確
定
で
、
む
し
ろ
短
期
政
権
が
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
（
（1
（

、『
御
堂

関
白
記
』
は
、
そ
の
具
注
暦
の
料
紙
の
み
な
ら
ず
、
記
主
の
性
格
も
、
ま
た
特
異
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）　

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）　




